
市
で
は
、「
流
山
市
環
境
基
本
計
画
」
と
「
流
山
市
緑
の
基
本

計
画
」
の
策
定
を
前
に
、
そ
れ
ぞ
れ
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

求
め
て
い
ま
す
。
環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
計
画
素
案
に
対

す
る
ご
意
見
を
、
緑
の
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
計
画
策
定
に
当

た
っ
て
の
市
民
検
討
会
議
の
参
加
者
を
そ
れ
ぞ
れ
募
集
し
ま
す
。

計
画
づ
く
り
に
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
ど
、「
流
山
市
環
境

基
本
計
画
」
の
素
案
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ

の
素
案
に
つ
い
て
皆
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
市
の
環
境

行
政
に
関
す
る
総
合
計
画

で
、
長
期
的
・
総
合
的
観
点

か
ら
国
や
千
葉
県
の
法
律
や

条
例
、
環
境
基
本
計
画
な
ど

と
の
整
合
を
図
り
、
地
域
の

望
ま
し
い
環
境
と
長
期
目
標

を
示
す
も
の
で
す
。
素
案
で

は
、
目
標
年
次
を
十
年
間
と

し
て
、
主
体
を
「
市
」、「
市

民
」、「
事
業
者
」
に
「
来
訪

者
」（
＝
通
勤
・
通
学
・
観

光
な
ど
で
流
山
市
に
滞
在
す

る
人
）
を
加
え
た
四
者
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
目
標
を

達
成
す
る
た
め
の
施
策
を
定

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

素
案
は
、
市
民
委
員
会
が
作

成
し
た
「
流
山
市
環
境
基
本

計
画
市
民
案
」
を
市
で
再
検

討
し
作
成
し
た
も
の
で
す
。

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
は
、

本
計
画
策
定
の
参
考
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
素
案
の
閲
覧
】

市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ

市
で
は
、「
流
山
市
緑
の

基
本
計
画
」
を
策
定
す
る
に

当
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
計
画
に
反
映
さ
せ

る
た
め
の
「
市
民
検
討
会
議
」

を
設
置
し
ま
す
。
こ
の
検
討

毎
回
好
評
の
「
流
山
市
役

所
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
が

二
十
四
日
で
二
百
回
目
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
、
記
念
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
昭

和
六
十
三
年
四
月
か
ら
市
役

所
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
昼

休
み
の
時
間
を
利
用
し
、
毎

月
末
の
金
曜
日
に
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
＝
写
真
。
と

古
典
芸
能
へ
の
関
心
と
知

識
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う

と
、
三
月
二
日
に
国
立
能
楽

堂
で
古
典
芸
能
鑑
賞
会
「
狂

言
と
能
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
の
演
目
は
、
狂
言

「
牛
馬
（
ぎ
ゅ
う
ば
）」（
和

泉
流
）、
能
「
誓
願
寺
（
せ

い
が
ん
じ
）」（
観
世
流
）
＝

写
真
。
交
通
機
関
は
市
社
会

教
育
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

▽
期
日
＝
３
月
２
日
�
▽

場
所
＝
国
立
能
楽
堂
（
渋
谷

区
千
駄
ケ
谷
）
▽
日
程
＝
�

東
部
公
民
館
（
９
時
30
分
）

―
�
流
山
駅
東
口
（
９
時
45

分
）
―
�
江
戸
川
台
駅
西
口

（
10
時
）
―
国
立
能
楽
堂

（
11
時
30
分
）
―
公
演
（
13

時
〜
16
時
）
※
�
〜
�
は
バ

ス
乗
車
場
所
▽
対
象
／
定

員
＝
市
民
／
45
人
（
多
数
抽

選
）
▽
参
加
費
＝
２
５
２
０

円
▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ

キ
に
「
古
典
芸
能
鑑
賞
会
参

加
希
望
」
、
住
所
、
氏
名

（
１
枚
の
ハ
ガ
キ
で
２
人
ま

で
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、

バ
ス
の
乗
車
場
所
�
〜
�
を

明
記
（
返
信
用
に
も
代
表
者

の
宛
名
を
記
入
）
し
、
１
月

18
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２

７
０
―
０
１
９
２
流
山
市
役

所
生
涯
学
習
課
へ
※
昼
食
は

各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い

□問
生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―

６
１
０
６

か
く
固
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

の
市
役
所
の
ロ
ビ
ー
を
誰
も

が
楽
し
め
る
音
楽
を
通
し
て
、

訪
れ
る
方
に
潤
い
と
安
ら
ぎ

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い

た
だ
こ
う
と
、
流
山
市
音
楽

家
協
会
の
協
力
を
得
て
行
っ

て
い
ま
す
。

当
初
は
、
市
内
在
住
の
音

楽
家
を
中
心
に
し
た
コ
ン
サ

ー
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
回
を
重
ね
る
ご

と
に
市
外
や
海
外
か

ら
音
楽
家
を
招
き
、

そ
し
て
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る

コ
ン
サ
ー
ト
へ
と
発

展
。
こ
れ
ま
で
、
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
団
員

や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

ピ
ア
ニ
ス
ト
、
オ
ペ

ラ
歌
手
を
招
い
て
の

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
、

流
山
市
邦
楽
三
曲
会
の
琴
や

尺
八
の
演
奏
、
新
人
演
奏
会
、

世
界
の
音
楽
、
日
本
の
名
曲
、

作
曲
家
シ
リ
ー
ズ
、
懐
か
し

い
童
謡
な
ど
で
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

は
「
な
つ
か
し
の
流
山
市
民

オ
ペ
ラ
〜
名
場
面
集
〜
」。

同
音
楽
家
協
会
の
皆
さ
ん
が

オ
ペ
ラ
の
名
場
面
を
再
現
し

ま
す
。

▽
日
時
＝
12
月
24
日
�
12

時
10
分
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
内
容
＝

�
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」

（
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
）
よ
り

３
尺
４
尺
、
さ
あ
　
ど
う
ぞ

（
手
紙
の
二
重
唱
）
�
「
魔

笛
」（
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
）
よ

り
　
フ
ム
フ
ム
フ
ム
、
パ
パ

パ
…
�

「
こ
う
も
り
」

（
Ｊ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
）
よ

り
　
チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
、
ド

ゥ
イ
ド
ゥ
ー
、
乾
杯
▽
出

演
＝
流
山
市
音
楽
家
協
会
の

皆
さ
ん

□問
生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―

６
１
０
６

会
議
の
立
ち
上
げ
に
向
け
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
メ
ン
バ
ー

と
し
て
参
加
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
市
内
の
公

園
や
緑
地
の
整
備
、
民
有
地

等
の
緑
地
保
全
お
よ
び
緑
化

推
進
等
に
つ
い
て
の
基
本
と

な
る
も
の
で
、
平
成
十
八
年

三
月
ま
で
に
策
定
す
る
予
定

で
す
。
市
民
検
討
会
議
で
は
、

平
成
十
七
年
十
月
ま
で
に
テ

ー
マ
を
決
め
て
検
討
（
六
回

開
催
予
定
）
を
し
て
い
た
だ

き
、
計
画
案
づ
く
り
に
反
映

し
て
い
き
ま
す
。

▽
対
象
／
定
員
＝
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
参
加
い
た
だ
け
る

市
内
在
住
・
在
勤
の
方
／
15

人
程
度
▽
応
募
方
法
＝
「
市

の
公
園
の
あ
り
方
や
緑
の
保

ー
や
出
張
所
、
中
央
図
書
館
、

森
の
図
書
館
、
各
公
民
館
、

南
流
山
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
会

館
（
南
流
山
を
除
く
）、
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
課
（
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
内
）、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
環
境
保
全
課
）

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

【
意
見
の
提
出
】

任
意
の
様
式
に
ご
意
見
、

住
所
、
氏
名
（
団
体
名
等
）、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
十
二

月
二
十
八
日
（
必
着
）
ま
で

に
〒
２
７
０
―
０
１
９
２
流

山
市
役
所
環
境
保
全
課
へ
郵

送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

流山市のホームページアドレス
http: //www.city.nagareyama.chiba.jp/
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市の人口と予算

【人口・世帯】〈12月1日現在〉
合計＝151,979人 （＋ 63）（ ）内は前月比
男 ＝ 75,308人 （＋ 15）
女 ＝ 76,671人 （＋ 48）
世帯＝ 56,936世帯（＋ 78）
【予算】〈12月1日現在〉
一 般 会 計＝395億5,841万5千円
特別・企業会計＝375億6,030万7千円

掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします。

県立流山高等学校の実習温室では、生徒がシクラメンの手入れに追われて
います。ことしは約800鉢のシクラメンが華麗な花を咲かせました。直接、
学校に買いに来られる方も多く、「流山高校のシクラメンは長持ちするので、
楽しみにしています」と好評です。

い
。
※
フ
ァ
ク
ス
や
Ｅ
メ
ー

ル
（kankyouhozen@

city.nagareyam
a.chiba.

jp

）
で
の
応
募
も
可

□問
環
境
保
全
課
�
７
１
５

０
―

６
０
８
３
／
�
７
１
５

８
―

５
８
４
０

環
境
基
本
計
画

（
素
案
）に
ご
意
見
を

緑
の
基
本
計
画「
市
民
検

討
会
議
」の
参
加
者
募
集

全
と
推
進
に
つ
い
て
」
の
意

見
を
８
０
０
字
程
度
に
ま
と

め
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
12
月
24
日
（
必
着
）

ま
で
に
郵
送
で
〒
２
７
０

―
０
１
９
２
流
山
市
役
所
公

園
緑
地
課
へ
※
フ
ァ
ッ
ク
ス

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（kouen

@
city.nagareyam

a.chi
ba.jp

）
で
の
応
募
も
可
▽

選
考
方
法
＝
意
見
の
内
容
、

地
域
性
等
を
考
慮

□問
公
園
緑
地
課
�
７
１
５

０
―

６
０
９
２
／
�
７
１
５

８
―

９
７
７
７

▽日時＝2月12日��１回目…13時～13時40分
�２回目…15時30分～16時10分▽場所＝文化会館▽
定員＝各1,000人（多数抽選）▽入場料＝無料▽申
し込み＝往復ハガキに郵便番号、住所、保護者の
氏名、電話番号、希望する回（１回目または２回
目）を記入（返信表にも郵便番号、住所、保護者
の氏名を記入）し、１月21日（必着）までに〒２
６０－８６１０ＮＨＫ千葉放送局「ぐ～チョコラ
ンタン・流山市」係へ※申し込みは１人１通限り。
１月28日に結果通知発送予定。１枚の入場整理券
で４人まで入場可。お子さまだけでの申し込み・
入場は不可
□問ＮＨＫ千葉放送局�０４３－２２７－７３１１

（平日10時～18時）／文化会館�７１５８－３４６２

観覧ご希望の方はお申し込みを 

おかあさんといっしょ NN HH KKK

3
月
2
日
に
国
立
能
楽
堂
で
 

市
民
に
親
し
ま
れ
 
回
 

200

24
日
に
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
 

環
境
環
境
や
緑
を
考
え
よ
う
 

環
境
や
緑
を
考
え
よ
う
 

計
画
づ
く
り
に
あ
な
た
の
声
を
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十
一
月
二
十
五
日
、
平
成
十
六
年
市
議
会
第
四
回
定
例
会
の
冒
頭
、
井
崎
市
長
は
十
八
項

目
に
つ
い
て
市
政
の
一
般
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
項
目
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。
な

お
、
掲
載
し
た
項
目
以
外
に
「
台
風
二
十
二
号
及
び
二
十
三
号
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
」、

「
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
工
事
に
係
る
機
材
返
還
請
求
事
件
に
つ
い
て
」、「
市
民
ま
つ
り
の

開
催
に
つ
い
て
」、「
戦
没
者
追
悼
式
に
つ
い
て
」、「
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
で
の
事
故
に
伴

う
対
応
に
つ
い
て
」、「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
」、「
都
市

計
画
道
路
三
・
二
・
二
十
五
号
三
輪
野
山
駒
木
線
、
通
称
都
市
軸
道
路
の
延
伸
計
画
に
つ
い

て
」
も
報
告
し
ま
し
た
。

下
期
五
か
年
計
画
の
策
定

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
行
政

評
価
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ

な
が
ら
策
定
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
進
捗
状
況

は
、
施
策
ご
と
の
一
般
財
源

の
枠
配
当
を
ベ
ー
ス
に
、
施

策
主
管
部
課
長
を
中
心
と
し

て
事
務
事
業
の
優
先
度
評
価

を
実
施
し
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
基
本
に

事
業
の
見
直
し
・
精
査
を
行

い
、
施
策
別
の
事
業
の
集
約

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
市

長
・
助
役
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
、
個
別
事
業
の
内
容
を

精
査
す
る
と
と
も
に
、
内
容

に
よ
っ
て
は
事
業
計
画
・
年

度
・
事
業
費
等
の
見
直
し
を

指
示
し
、
現
在
、
事
業
を
調

整
中
で
す
。

行
財
政
改
革
や
定
員
適
正

化
計
画
の
策
定
作
業
と
の
連

携
を
図
る
と
と
も
に
、
平
成

十
七
年
度
予
算
編
成
と
の
整

合
を
図
り
な
が
ら
、
策
定
作

業
を
鋭
意
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。新

た
な
行
財
政
改
革
プ
ラ

ン
は
、
八
月
三
十
一
日
の
行

財
政
改
革
審
議
会
か
ら
の
答

申
を
踏
ま
え
、
現
在
、
改
革

プ
ラ
ン
の
骨
格
や
個
別
項
目

を
整
理
し
な
が
ら
具
体
的
な

実
践
行
動
計
画
を
策
定
中
で

す
。一

方
、
定
員
適
正
化
計
画

に
つ
い
て
は
、
審
議
会
の
答

申
で
示
さ
れ
た
、
新
た
な
行

政
課
題
へ
の
対
応
や
社
会
情

勢
の
変
化
に
即
応
し
た
効
率

的
な
行
政
体
制
に
移
行
し
て

い
く
た
め
、
具
体
的
な
目
標

値
、
削
減
の
方
針
を
明
示
し

た
計
画
に
す
べ
き
と
の
方
針

に
添
っ
て
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
公
務
員

で
な
け
れ
ば
対
応
で
き
な
い

分
野
」、「
市
民
と
協
働
で
き

る
分
野
」、「
市
民
が
担
う
分

野
」
を
整
理
し
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
基
本
に
据

え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
へ
の
外
部
委

託
を
可
能
な
限
り
導
入
し
な

が
ら
、
今
後
の
退
職
に
よ
る

職
員
の
減
少
と
厳
し
い
財
政

状
況
に
対
応
し
た
職
員
数
の

適
正
化
計
画
の
策
定
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
震
に
対
す
る
本
市

の
支
援
等
の
対
応
は
、
災
害

見
舞
金
が
、
流
山
市
議
会
議

員
団
と
し
て
三
十
二
万
円
、

特
別
職
一
同
と
し
て
八
万

円
、
部
長
会
一
同
と
し
て
二

十
万
円
、
課
長
会
一
同
と
し

て
三
十
二
万
円
、
市
職
員
互

助
会
と
し
て
二
十
万
円
を
十

一
月
一
日
に
新
潟
県
東
京
事

務
所
等
へ
届
け
た
ほ
か
、
十

月
二
十
九
日
に
職
員
二
人

が
、
非
常
用
飲
料
水
袋
五
千

四
百
枚
を
三
島
町
へ
届
け
ま

し
た
。

義
援
金
に
つ
い
て
は
、
地

震
発
生
の
翌
々
日
か
ら
市
内

公
共
施
設
に
義
援
金
箱
を
三

十
二
カ
所
設
置
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
十
一
月
二

十
四
日
現
在
の
集
計
結
果

は
、
百
九
十
二
万
一
千
八
百

九
十
三
円
で
す
。

被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
に

つ
い
て
は
、
被
災
建
築
物
応

急
危
険
度
判
定
士
二
人
を
小

千
谷
市
、
堀
之
内
町
へ
派
遣

し
、
任
務
を
果
た
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
市
教
育
委
員

会
で
は
、「
新
潟
県
中
越
地

震
支
援
対
策
室
」
を
設
置
し
、

各
学
校
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特

に
、
南
部
中
学
校
生
徒
会
で

は
、
募
金
活
動
や
空
き
缶
回

収
で
得
た
資
金
で
、
使
い
捨

て
カ
イ
ロ
六
十
キ
ロ
を
購
入

し
、
長
岡
市
に
送
付
し
ま
し

た
。市

商
店
会
連
合
会
で
は
、

募
金
箱
を
設
置
し
、
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

南
流
山
駅
周
辺
の
自
転
車

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
十
月

一
日
の
有
料
化
に
よ
る
利
用

申
し
込
み
を
行
っ
た
と
こ

来
年
七
月
の
オ
ー
プ
ン
を

目
指
し
、
南
流
山
二
丁
目
地

先
に
「（
仮
称
）
南
流
山
聖

華
保
育
園
」
の
新
築
工
事
が

間
も
な
く
着
手
さ
れ
ま
す
。

事
業
主
体
は
、
社
会
福
祉

法
人
流
山
中
央
福
祉
会
で
、

敷
地
面
積
一
千
二
百
六
十

九
・
六
二
平
方
メ
ー
ト
ル
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階

建
て
。
定
員
は
百
二
十
人
で
、

一
時
保
育
、
休
日
保
育
、
午

後
十
時
ま
で
の
延
長
保
育
の

ほ
か
、
市
内
二
番
目
の
病
後

児
保
育
な
ど
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「（
仮
称
）
は
ま
な
す
苑
」
の

建
設
工
事
が
、
十
月
十
三
日

着
工
と
な
り
ま
し
た
。
場
所

は
市
内
こ
う
の
す
台
地
先

で
、
入
所
定
数
六
十
床
、
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
二
十
床
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
四
十
人
で
、
来

年
十
月
の
開
設
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

次
に
、
市
内
五
番
目
の
高

齢
者
用
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「（
仮
称
）
さ
く
ら
の
家
流
山
」

の
建
設
工
事
が
、
十
月
六
日

着
工
し
ま
し
た
。
場
所
は
市

内
鰭
ケ
崎
地
先
で
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
一
ユ
ニ
ッ
ト
九

人
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
六
床
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
二
十
人
で
、

来
年
四
月
の
開
設
を
目
指
し

知
的
障
害
者
入
所
更
生
施

設
「
新
つ
つ
じ
園
」
の
施
設

整
備
に
つ
い
て
は
、
議
会
か

ら
も
国
お
よ
び
県
に
対
し
て

意
見
書
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

私
も
、
十
月
七
日
、
横
須

賀
議
長
と
県
庁
に
出
向
き
、

直
接
、
堂
本
知
事
に
対
し
、

そ
の
実
現
を
強
く
要
請
し
ま

し
た
。
現
時
点
に
お
け
る
知

事
の
回
答
は
極
め
て
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
議
員

の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
多
く

の
市
民
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
事
業
の
実
現
化

を
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま

す
。次

に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
マ

ホ
ロ
ニ
ー
流
山
」
に
よ
る
知

的
障
害
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
建
設
工
事
が
、
十
月
十

九
日
に
着
工
し
ま
し
た
。
場

所
は
市
内
こ
う
の
す
台
地
先

で
、
木
造
平
屋
、
二
棟
十
二

室
で
、
来
年
四
月
の
開
設
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
四
月
に
開
設
し
ま

し
た
「
流
山
市
障
害
者
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
十

地
域
融
和
施
設
整
備
事
業

に
つ
い
て
は
、
地
域
融
和
施

設
検
討
委
員
会
に
部
会
を
設

置
し
、
今
後
の
進
め
方
等
に

つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
た
結

果
、
十
月
二
十
五
日
付
で
、

お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
建
議

を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

「
財
政
事
情
等
を
勘
案
し
、

さ
ら
に
地
元
市
民
や
議
会
の

一
部
か
ら
は
天
然
温
泉
の
必

要
性
に
つ
い
て
疑
問
視
す
る

意
見
が
あ
り
、
こ
こ
で
原
点

に
立
ち
返
っ
て
見
直
し
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
の
結
論
に

達
し
、
建
設
費
に
つ
い
て
も

縮
減
を
図
る
た
め
に
は
、
地

元
と
の
約
束
で
進
め
て
き
た

計
画
で
も
あ
る
の
で
、
要
求

さ
れ
た
機
能
を
満
た
す
と
と

も
に
、
そ
の
施
設
規
模
を
縮

小
し
た
計
画
に
よ
る
整
備
を

実
施
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の

内
容
で
し
た
。

ま
た
、
十
一
月
二
十
二
日

に
、
地
元
の
下
花
輪
、
三
郷
、

南
を
対
象
に
し
た
説
明
会
を

開
催
し
た
と
こ
ろ
、
二
十
人

を
超
え
る
出
席
者
の
中
か
ら

「
地
元
の
こ
れ
ま
で
の
協
力

に
対
し
て
の
施
設
づ
く
り
を

し
て
欲
し
い
」、「
早
期
に
オ

ろ
、
地
下
自
転
車
駐
車
場
で

百
四
十
台
の
余
裕
が
あ
る
も

の
の
、
他
の
自
転
車
駐
車
場

で
は
登
録
で
き
な
い
待
機
者

が
約
五
百
五
十
人
を
数
え
、

大
変
ご
不
便
を
お
掛
け
し
て

い
ま
す
。

市
で
は
新
た
な
自
転
車
駐

車
場
の
確
保
を
図
る
た
め
、

十
二
月
中
旬
の
供
用
開
始
を

目
指
し
、
鉄
道
建
設
・
運
輸

施
設
整
備
支
援
機
構
の
所
有

地
二
百
八
十
四
・
八
平
方
メ

ー
ト
ル
を
土
地
開
発
基
金
に

よ
り
購
入
し
、
二
百
九
十
台

分
の
駐
車
場
を
確
保
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
北
口
地
下
駐
車
場

の
運
営
時
間
を
十
一
月
一
日

か
ら
、
午
前
零
時
三
十
分
ま

で
延
長
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
都
市
ガ
ス
工
事

に
よ
り
使
用
で
き
な
か
っ
た

南
口
第
一
の
六
十
台
を
今
月

上
旬
に
供
用
開
始
す
る
と
と

も
に
、
北
口
、
南
口
の
各
自

転
車
駐
車
場
の
利
用
状
況
か

ら
百
台
の
収
容
台
数
を
拡
大

す
る
こ
と
で
、
地
下
駐
車
場

を
含
め
た
収
容
可
能
台
数
五

百
九
十
台
が
確
保
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
登
録
を
お
待

ち
の
方
の
ご
要
望
に
お
答
え

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
各
自
転
車
駐
車

場
の
利
用
状
況
を
踏
ま
え
、

一
時
利
用
場
所
を
定
期
利
用

場
所
へ
転
換
す
る
な
ど
の
対

策
も
講
じ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

市民まつりで義援金を呼びかけ

10月にオープンした北口地下駐輪場

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿

線
整
備
地
域
の
用
途
地
域
の

変
更
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

七
年
度
の
鉄
道
開
業
に
合
わ

せ
、
都
市
計
画
手
続
き
を
進

め
て
い
ま
し
た
が
、
十
月
二

十
七
日
に
千
葉
県
都
市
計
画

審
議
会
に
付
議
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、
県
は
国
の
同
意

を
得
て
、
十
一
月
五
日
付
で

都
市
計
画
の
変
更
告
示
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
用
途
地
域
の
変
更

と
同
時
に
進
め
て
い
ま
し
た

高
度
地
区
の
変
更
、
防
火
地

域
及
び
準
防
火
地
域
の
変

更
、
地
区
計
画
の
決
定
に
つ

い
て
は
、
十
月
二
十
八
日
付

で
県
の
同
意
を
得
て
、
用
途

地
域
の
変
更
告
示
と
同
日
の

十
一
月
五
日
付
で
都
市
計
画

の
決
定
及
び
変
更
の
告
示
を

行
い
ま
し
た
。

流山おおたかの森駅周辺の工事

市議会
第4回定例会

市
政
の
一
般
報
告
か
ら

18
項
目
に
つ
い
て
報
告
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て
い
ま
す
。

ー
プ
ン
し
て
も
ら
い
た
い
」、

「
農
産
物
の
直
販
所
が
小
さ

い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
で
き
る
限
り
こ
れ
ら

の
意
見
を
反
映
し
て
、
今
後

は
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

一
月
一
日
付
で
第
一
号
の
一

般
企
業
へ
の
就
職
者
を
、
ま

た
、
本
日
二
十
五
日
か
ら
さ

ら
に
一
人
が
一
般
企
業
に
就

職
し
ま
し
た
。
現
在
、
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
、
数
社

の
企
業
か
ら
求
人
要
望
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
よ
り
多
く

の
方
の
社
会
的
自
立
が
図
ら

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
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つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

及
び
同
沿
線
整
備
地
域
の

用
途
地
域
等
の
変
更
に
つ

い
て

地
域
融
和
施
設
整
備
事
業

に
つ
い
て

障
害
者
福
祉
施
設
等
に
つ

い
て

保
育
園
の
開
設
予
定
に
つ

い
て高

齢
者
福
祉
施
設
の
整
備

状
況
に
つ
い
て

南
流
山
駅
周
辺
の
自
転
車

駐
車
場
対
策
に
つ
い
て

新
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
の

作
成
と
定
員
適
正
化
計
画
に

つ
い
て

下
期
五
か
年
計
画
策
定
に

係
る
進
捗
状
況
に
つ
い
て

新
潟
県
中
越
地
震
に
お
け

る
流
山
市
の
対
応
に
つ
い
て

障害者に就労の場を（市役所1階アモール）
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き
ょ
う
十
五
日
か
ら
、

南
流
山
駅
北
口
に
第
四
自

転
車
駐
車
場
（
図
参
照
）

が
、
定
期
利
用
と
し
て
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。

こ
の
自
転
車
駐
車
場

は
、
同
駅
周
辺
の
自
転
車

駐
車
場
空
き
待
ち
の
解
消

を
図
る
た
め
新
設
し
た
も

の
で
、
�
自
転
車
駐
車
場

整
備
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
同

駅
周
辺
の
六
駐
車
場
で
空

き
待
ち
と
な
っ
て
い
る

千
葉
県
住
宅
供
給
公
社
が

施
行
す
る
木
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
先

の
県
議
会
に
お
い
て
、
知
事

か
ら
「
県
事
業
と
し
て
事
業

認
可
を
取
得
す
る
た
め
の
手

続
き
を
進
め
て
行
く
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
県
で
は
十

月
三
十
一
日
、
全
権
利
者
を

対
象
と
し
て
「
木
地
区
土
地

区
画
整
理
事
業
の
県
へ
の
引

継
ぎ
に
伴
う
説
明
会
」
を
県

住
宅
供
給
公
社
と
と
も
に
開

催
し
ま
し
た
。

説
明
会
で
は
、
施
行
期
間

を
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
と

す
る
こ
と
や
総
事
業
費
は
変

更
し
な
い
な
ど
、
事
業
計
画

（
案
）
の
概
要
説
明
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
出
席
さ
れ

た
八
十
人
近
い
関
係
権
利
者

の
方
か
ら
は
、「
事
業
の
早

県
立
「
流
山
青
年
の
家
」

に
つ
い
て
は
、
本
年
九
月
に

県
教
育
委
員
会
議
で
、
本
市

へ
の
移
譲
が
正
式
に
決
定
さ

れ
、
九
月
県
議
会
に
お
い
て

七
千
二
百
八
十
九
万
六
千
円

の
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
、

外
壁
塗
装
な
ど
の
外
観
が
整

備
さ
れ
た
後
、
本
市
へ
移
譲

さ
れ
る
見
通
し
で
す
。

本
市
と
し
て
は
、
こ
の
施

設
を
平
成
十
七
年
度
当
初
に

譲
り
受
け
、
今
後
必
要
な
整

備
・
改
修
を
行
い
、
来
年
秋

に
開
通
予
定
の
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
と
そ
れ
に
伴
う
ま

ち
び
ら
き
に
併
せ
、
主
に
教

育
・
文
化
の
拠
点
施
設
と
し

て
活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
庁
内
に
「
流
山
青

年
の
家
施
設
活
用
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
て
、
改
修
の

た
め
の
基
本
的
な
計
画
を
進

め
て
い
ま
す
。

期
完
了
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
」
な
ど
の
意
見
・
要
望

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
事
業
計
画
（
案
）

の
縦
覧
が
平
成
十
六
年
十
一

月
十
七
日
か
ら
同
年
十
一
月

三
十
日
ま
で
行
わ
れ
て
お

り
、
事
業
計
画
の
認
可
に
向

け
た
法
手
続
き
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
市
と
し
て
も
、

一
日
も
早
い
県
へ
の
事
業
認

可
と
事
業
の
推
進
に
向
け

て
、
で
き
る
限
り
協
力
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

方
々
へ
ハ
ガ
キ
等
で
お
知

ら
せ
し
、
利
用
登
録
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

な
お
、
今
後
、
同
駐
車

場
の
利
用
受
付
は
、
北
口

地
下
自
転
車
駐
車
場
（
�

７
１
５
８
―

６
９
６
９
※

午
前
六
時
〜
午
前
零
時
三

十
分
）
で
行
っ
て
い
ま
す
。

空
き
状
況
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
、
北
口
地
下
自
転

車
駐
車
場
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

□問
生
活
安
全
課
�
７
１

５
０
―

６
３
１
２

南流山駅

北
口
第
4
自
転
車
駐
車
場

き
ょ
う
15
日
か
ら
オ
ー
プ
ン

県立「流山青年の家」

※�～�は案内図の番号に対応 
※�、�、�の抽選対象駐輪場に変更したい方は、上の表をご覧ください 
※ ハガキ・・・現在、利用している方には今月下旬に「平成17年度自転車駐車場 
　　　　　　 の登録手続について」を郵送します 
※ 申請書・・・市役所生活安全課および江戸川台・新川・初石出張所にあります 
※ 投函箱・・・各駅と江戸川台・新川・初石出張所に設置します 
※ 原　付・・・原動機付自転車   

駐輪場（抽選対象） 
名　称 No. 原付の利用 

不可 ��江戸川台駅西口 

流山駅西側第２ 不可 ��

不可 江戸川台駅東口 ��

利用者区分 受付期間 注意事項 

〈新規利用〉 

〈継続利用〉 

 

駐輪場（抽選なし） 
No. 原付の利用 名　　称 

可 流山駅西側第１ 
流山駅東側 可 
平和台駅第１ 可 
平和台駅第２ 不可 

可 鰭ケ崎駅第１ 
鰭ケ崎駅第２ 可 

可 運河堤防 

可 運河堤防 
運河駅第１ 不可 

可 運河駅第２ 

可 江戸川台駅東口第１ 
江戸川台駅東口第２ 可 

可 江戸川台駅西口第１ 
江戸川台駅西口第２ 可 
初石駅東側第１ 不可 

不可 初石駅東側第３ 
初石駅東側第２ 可 
初石駅西側第１ 不可 
初石駅西側第２ 

��
��
��
��
	�

�
��
��
��
�
��
��
��
��
��
��
��
��
�� 可 

手続き 

手続き 

受付期間 利用者区分 注意事項 

〈新規利用〉 

〈継続利用〉 

〈継続利用〉 

〈継続利用〉 

〈利用取り消し〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
・初石駅の駐輪場は、収容
可能台数が少ないため、駅
の東側にお住まいの方は、
駅東側の駐輪場を利用して
いただくようお願いします。 
 
・「共通」となっている駐輪
場は、各 ど々ちらか空いてい
る駐輪場を利用していただく
ようになります。 
 

ハガキ裏面に 
必要事項を記入��

申請書に 
必要事項を記入��

生活安全課へ提出 
※直接持参または郵送  
（郵送の場合も、期間内に届くように 
発送してください） 

生活安全課へ提出 
※直接持参または郵送 

各駅または出張所の 
投函箱へ入れる 

各駅または 
出張所の 
投函箱へ入れる 

各駅または 
出張所の 
投函箱へ入れる 

12月15日��
　　　～平成17年1月7日�  

12月21日�～平成17年1月10日��

12月15日�以降　随時 

12月21日�～平成17年1月10日��
※出張所は平成17年1月7日�まで（12月29日～ 
平成17年1月3日を除く） 
 

・必ず、第2希望の駐輪場（�、
�、�以外）を記入してくださ
い  
・抽選等の結果は、来年3月
上旬に「登録手数料納入通
知書」でお知らせします  

・駐輪場を 
　変更しない方 

・駐輪場を 
　変更したい方 

・車種の変更 
　自転車⇔原付 

・来年4月から駐輪場 
　を利用しない方 

申請書に 
必要事項を記入�　 

手続不要（ハガキの提出も不要） 

ハガキ裏面に 
必要事項を記入� 
 

ハガキ裏面の 
指定位置に　��
キャンセル（取 
消し）と記入 

※期間終了後は、市役所で随時 
受け付け 

※出張所は平成17年1月7日�まで 
（12月29日～平成17年1月3日を除く） 

駐輪場 自転車放置禁止区域 

・現在利用している方 
・他の駐輪場から変更したい方 
 

共
通 

共
通 

共
通 

共
通 

共
通 

3

1
2

流山駅周辺 
流
山 

市
役
所 

流山駅 

至
平
和
台
駅 

運河駅 
至
野
田
市
駅 

至
江
戸
川
台
駅 

利
根
運
河 

運河駅周辺 鰭ケ崎駅周辺 

至平和台駅 至馬橋駅 鰭ケ崎駅 

東口 

江戸川台駅 
至初石駅 

西口 

江戸川台駅周辺 

至運河駅 

12
11 13

161415

至
流
山
駅 平和台駅 

平和台駅周辺 

イトー 
ヨ－カドー 

5

4

至
鰭
ケ
崎
駅 

至江戸川台駅 スーパー 
初　石　駅 

シルバー人材センター 
� 

� 初石公民館 

至豊四季駅 

� 

銀行 

郵便局 

� 

初石駅周辺 

6 7 
 

109

8

��

（階層式） 

（階層式） 

来年4月からの利用者を受け付け(流山・平和台・鰭ケ崎・運河・江戸川台・初石駅)
平成17年4月１日からの自転車駐車場の利用登録申請を受け付けます。下表を参考に手続きをしてください。 □問生活安全課�７１５０－６３１２
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�
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�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

木
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
に
つ
い
て

県
立
「
流
山
青
年
の
家
」

の
移
譲
に
つ
い
て

市管理の自転車駐車場（駐輪場）

〒 

駅入口 

南
流
山
駅
 

北口地下自転車北口地下自転車 
駐車場駐車場 

北口第4自転車駐車場 

北口地下自転車 
駐車場 



市
民
生
活
を
守
り
ま
す

いつ行っても道路は違法駐車でいっぱい！

るのに「ちょっとの間だから」「面倒だから」と、

が多く見受けられます。違法駐車は交通事故や交

っています。

道路は、車庫のない車でいっぱい！

車庫代わりにした青空駐車は法律違反です。住宅

救急車や消防車などの緊急車両の通行の妨げに

生活を送るためにも、違法駐車や青空駐車は絶対

バーの皆さんのご理解とご協力をお願いします。

１５９－０１１０

平成16年12月15日（水曜日） （４）

で守ろう　駐車マナー
駐車はルール違反

！ 「
歳
末
火
災
予
防
特
別
警

戒
」
を
今
月
二
十
五
日
か
ら

三
十
一
日
ま
で
展
開
し
ま
す
。

期
間
中
は
、
消
防
本
部
、

消
防
署
、
消
防
団
が
市
内
全

域
で
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル
や
広

報
活
動
を
実
施
し
ま
す
。
こ

と
し
一
月
か
ら
十
月
末
ま
で

に
、
市
内
で
は
四
十
二
件

（
昨
年
同
期
三
十
件
）
の
火

災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
主

な
火
災
原
因
は
、
①
放
火
、

放
火
の
疑
い
②
ガ
ス
コ
ン
ロ

③
ご
み
焼
却
中
の
不
注
意
な

ど
で
す
。

火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め

の
「
火
の
用
心
、
七
つ
の
ポ

イ
ン
ト
」
は
、
①
家
の
周
り

に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な

い
②
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の

投
げ
捨
て
を
し
な
い
③
コ
ン

ロ
を
使
っ
て
い
る
時
は
、
離

れ
な
い
④
た
き
火
を
し
な
い

⑤
子
ど
も
に
火
遊
び
を
さ
せ

な
い
⑥
電
気
器
具
は
正
し
く

使
い
、
た
こ
足
配
線
は
し
な

い
⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や

す
い
物
を
近
づ
け
な
い
―
―

で
す
。

冬
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火

災
が
起
こ
り
や
す
く
、
さ
ら

に
年
の
瀬
は
何
か
と
忙
し
い

た
め
、
火
の
元
へ
の
注
意
も

怠
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
火

災
に
は
十
分
気
を
付
け
ま
し

ょ
う
。

□問
予
防
課
�
７
１
５
８
―

０
２
７
０

火の用心 7つのポイント
歳末火災予防

特別警戒を実施

この内容は、千葉県や
他市と同様に「地方公共
団体における職員給与等
の公表について」（昭和56
年10月13日付け自治給第45
号自治事務次官通知）の
様式記載要領などに準じ
て掲載しているものです。
なお、表中の柏市、我

孫子市、千葉県の数値は、
「広報かしわ」、「広報あび
こ」および「ちば県民だ
より」を参考に引用しま
した。

市職員の給与は、地方公務員法により、一般家庭の生計費、国
や他の地方公共団体の職員の給与、民間企業従業員の給与、その
他の事情を考慮して決めることになっています。そして、国家公
務員に対する人事院の給与勧告などを考慮して、議会の議決を経
て定められた条例とそれに基づく規則によって支給されています。

2％ 

4％ 

2％ 

度の 
費率 

通会計
初予算 
般会計
初予算
通会計
初予算 

4歳 
9歳 
7歳 
9歳 
7歳 
8歳 
5歳 
4歳 

 
 
 
 

 

7円 

0円 

0円 

6円 

区分 
職員数（Ａ） 普通昇給期間（12～24カ月） 

を短縮して昇給した職員数（B） 

流 山 市  
柏 市  

我孫子市  
千 葉 県  

14年度 
543人 
1,012人 
502人 

10,881人 

15年度 
537人 
1,004人 
499人 

10,851人 

14年度 
0人 
21人 
6人 

1,989人 

15年度 
0人 
22人 
1人 

2,453人 

14年度 
0.0% 
2.1% 
1.2% 
18.3%

15年度 
0.0% 
2.2% 
0.2% 
22.6%

比率（Ｂ/A） 

職員給与等の公表

現在）

現在）

現在）

現在）

（ ）

（７）昇給期間短縮の状況（一般行政職）

（１０）職員定員の状況（部門別職員数の状況） （各年とも4月1日現在）

計

529

00.0

00.0

00.0

※市長、助役、収入役の給料月額については、平成5年12月1日
から適用しています（市長、助役、収入役については平成
15年7月1日から給料月額の20％を減額中）
※議長、副議長、議員の報酬月額については、平成10年4月1日
から適用しています

（８）人件費削減措置　

区　分

扶養手当

○配偶者 13,500円
○配偶者以外の扶養親族
２人まで １人 6,000円
３人目から １人 5,000円
（16歳～22歳の子１人につき5,000
円加算）

住居手当

○借家の場合（家賃11,500円を超
える場合に限る）
家賃の額に応じて27,500円を限
度に支給

○自宅の場合
世帯主　9,300円
その他　3,100円

通勤手当

期末手当
勤勉手当

退職手当

○電車・バスを利用する場合
6カ月を超えない期間で低廉な
定期券・回数券等の価格を一括
支給
○乗用車等を使用する場合
使用距離に応じて5,100円～
32,830円を支給

（支給割合）
期末手当 勤勉手当

６月期 1.4月分 0.7月分
12月期 1.6月分 0.7月分
計 3.0月分 1.4月分

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 21.0 月分 28.0875月分
勤続25年 33.75月分 43.335月分
勤続35年 47.5 月分 60.99月分
最高限度額 60.0 月分 60.99月分
その他の加算措置 定年前早期退職

特例措置
（２％～20％加算）

退職時特別昇給 勤続15年以上・勧奨
定年退職者１～２号給

１人当たりの平均支給額 2,145万9千円

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 21.0 月分 28.0875月分
勤続25年 33.75月分 43.335月分
勤続35年 47.5 月分 60.99月分
最高限度額 60.0 月分 60.99月分
その他の加算措置 定年前早期退職

特例措置
（２％～20％加算）

退職時特別昇給 1号俸
（Ｈ16.5.1より廃止）

○電車・バスを利用する場合
月額55,000円を限度として、6
カ月を超えない期間で低廉な
定期券の価格を一括支給

○乗用車等を使用する場合
使用距離に応じて2,000円～
24,500円を支給

○借家の場合（家賃12,000円を超
える場合に限る）
家賃の額に応じて27,000円を限
度に支給

○自宅の場合
新築・購入後５年間　2,500円

○配偶者 13,500円
○配偶者以外の扶養親族
２人まで １人 6,000円
３人目から １人 5,000円
（16歳～22歳の子１人につき5,000
円加算）

本　　　　市 国

職制上の段階、職務の級等による
加算措置…有

職制上の段階、職務の級等による
加算措置…有

（支給割合）
期末手当 勤勉手当

６月期 1.4月分 0.7月分
12月期 1.6月分 0.7月分
計 3.0月分 1.4月分

特殊勤務
手　　当

平成15年度
決　　　算

職員全体に占める手当支給職員の割合
支給対象職員１人当たり平均支給年額

手当の種類（手当数）

代表的な
手当の名称

支給額が多い手当

多くの職員に支給され
ている手当

56.5％

69,653円

28

消防出動手当、社会福祉手当、
保健手当、清掃業務手当

消防出動手当、社会福祉手当、
保健手当、調理業務手当

調整手当
（平成16年
４月１日）

支給対象地域
支 給 率
支給対象職員数

国の制度
（支給率）

支給対象職員１
人当たり平均支
給年額
（平成15年度決算）

市内全域
10％
1,096人

453,857円

０％

３％

10％

 
 
 

 
 
 

千葉県乙地
成田新東京
国際空港地域

時間外

勤　務

手　当

区分

15年度
（決算）

14年度
（決算）

支給総額

1億2,983万1千円

1億5,295万2千円

職　員
１人当たり
支給年額

13万8千円

15万9千円

削減措置区分

管理職手当の減額

期末・勤勉手当基礎額に
おける加算率の引き下げ

給料月額の減額
特別職

一般職

実施期間 内　　　　　　　容

管理職手当を10％減額

管理職に支給される期末・勤勉手当の基礎
額に加算する率を一律３％～５％引き下げ

市長、助役、収入役および教育長
の給料月額を20％減額

11年4月から
17年3月まで

同　　上

15年7月から
当分の間

期末手当の減額
市長、助役、収入役および教育長
に支給される期末手当を10％減額

11年4月から
17年3月まで

（９）特別職等の報酬月額等の状況

区　分

市　長

助　役

収入役

議　長

副議長

議　員

930,000円

803,000円

744,000円

550,000円

490,000円

460,000円

６月期 2.10月分

12月期 2.30月分

計 4.40月分

報酬月額等 期末手当支給割合
（平成16年4月1日現在）

□問 人事課�７１５０－６０６８

（１１）職員手当の状況 （平成16年4月1日現在）

＊退職手当の「1人当たりの平均支給額」は、平成15年度に退職した全職員に支給された平均額です

＊特殊勤務手当については、著しく危険、不快、不健康または、困難な業務に従事す
る職員に対し支給されるものですが、県下でも流山市は全体職員に占める手当支給
職員の割合が高いことから、今後、支給対象となる職員の範囲、従事する職務の内
容、特殊性が薄れているもの、支給基準および支給方法等の実態を精査し、制度の
趣旨に合致しないものについては廃止を含めその見直しについて、職員団体と協議
を図っていきます

区　　分 
部　　門 15年 16年 

職　員　数 
主な増減理由 

対前年 
増減数 

福祉関係を除く 
一般行政部門 

公営企業等 
会計部門 

特別行政部門 
 

福祉関係部門 
 
 

議　会 
総　務 
税　務 
労　働 
農　水 
商　工 
土　木 
小　計 
民　生 
衛　生 
小　計 
 

教　育 
消　防 
小　計 
水　道 
下水道 
その他 
小　計 

10  
161  
51  
1  
12  
9  
136  
380  
220  
89  
309  
689  
199  
167  
366  
43  
26  
37  
106  
1,161 

9  
177  
51  
0  
12  
11  
127  
387  
206  
81  
287  
674  
190  
168  
358  
37  
27  
38  
102  
1,134 

－1  
16  
0  
－1  
0  
2  
－9  
7  

－14  
－8  
－22  
－15  
－9  
1  
－8  
－6  
1  
1  
－4  
－27 

運転業務移管による減 
運転業務移管等による増 
 
勤労青少年ホーム廃止による減 
 
企業誘致業務等による増 
欠員不補充等による減 
 
児童施設見直し等による減 
クリーン施設建設課廃止等による減 
 
 
欠員不補充等による減 
消防総務課業務充実による増 
 
民間委託による減 
公共下水道建設業務充実による増 
国民健康保険等業務充実による増 

一般行政計  

合　　計  

本市では厳しい財政状況により、以下の
とおり人件費の削減措置を行っています



（５） 第１０８０号

啓
発
活
動
を
行
う
「
交
通
安
全
母
の
会
」
の
皆
さ
ん

住吉真佑子さんの作品

配偶者暴力防止法（ＤＶ防止法）が改正されました。
保護命令（注）の対象を、離婚した元配偶者まで拡大するとともに、被害者の
子どもへの接近禁止命令の発令や、退去命令の期間を２週間から２カ月に延長す
ることなどを柱とした改正法案が成立し、今月２日に施行されました。
ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは、夫婦や恋人など親しい関係にあ
る間でのパートナーに対する暴力を指し、現代の大きな社会問題となっています。
市でも、ＤＶに関する講座の開催や、パンフレットの配布など啓発に努めてい
ますが、大切なことは、被害者がＤＶだと気付き、専門の相談窓口に早めに相談
することです。身体的暴力のほかに、言葉や態度などによる精神的暴力、生活費
を渡さないなどの経済的暴力もＤＶです。一人で悩まないでお気軽にご相談くだ
さい。
内閣府では、配偶者からの暴力被害者支援情報サイト（http://www.gender.
go.jp/e‐vaw/index.htm）を開設しています。
なお、ＤＶ防止法の改正内容などの詳細は、お問い合わせください。
注：一定の条件のもと、裁判所が被害者の住居や勤務先などの生活場所への接近
禁止や住居からの退去などの命令を出せるもの。
□問千葉県女性センター�７１４０－８６０５／市企画政策課内男女共同参画室

�７１５０－６０６４

駅前や繁華街など、いつ

駐車場が近くにあるのに

自分勝手な違法駐車が多く

通渋滞の原因にもなってい

住宅街の家の前の道路は

自宅付近の道路を車庫代

地の道路での駐車は、救急

もなります。

安全で快適な市民生活を

にしないようドライバーの

□問流山警察署�７１５９

豊田雅美さんの作品

配偶者からの暴力に
悩んでいませんか

配偶者暴力防止法が改正

みんなで守
青空駐車

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
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冬
の
交
通
安
全
運
動
を
展
開
中 

一
杯
の 

楽
し
楽
し
み
わ
が
家
に 

着
い
て
か
ら 

一
杯
の 

楽
し
み
わ
が
家
に 

着
い
て
か
ら 

今
月
十
日
か
ら
、
県
下
一

斉
に
「
冬
の
交
通
安
全
運
動
」

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

期
間
中
は
、
①
飲
酒
運
転

の
追
放
②
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
と
安
全
運
転
の
励
行

③
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底
―
を
重
点
目
標
に
、

警
察
署
、
交
通
安
全
協
会
な

ど
と
協
力
し
、
街
頭
Ｐ
Ｒ
や

交
通
取
り
締
ま
り
を
強
化
し

ま
す
。

年
末
は
、
交
通
量
の
増
加

に
伴
う
道
路
の
混
雑
に
加

え
、
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な

る
こ
と
な
ど
か
ら
交
通
事
故

の
多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
薄
暮
時
に
お
け
る

自
転
車
の
無
灯
火
が
増
え
、

事
故
発
生
の
要
因
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
暗
く
な
っ
た
ら

早
め
に
点
灯
し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
の
十
一
月
三
十
日
現

在
の
交
通
事
故
件
数
は
、
七

百
四
十
四
件
で
、
昨
年
同
期

よ
り
六
十
一
件
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
悲
惨
な
交
通
事

故
を
な
く
す
た
め
、
車
や
バ

イ
ク
な
ど
を
運
転
す
る
方

は
、
常
に
安
全
運
転
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

市
内
の
小
・
中
学
生
が
描

い
た
「
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
」

の
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
、
市
内
三
会

場
に
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
入
賞
者
】

〈
敬
称
略
〉

▽
最
優
秀
賞
＝
豊
田
雅
美

（
流
山
小
４
年
）、

住
吉
真
佑
子
（
南

部
中
２
年
）
▽
流

山
警
察
署
長
賞=

今
田
茉
由
子
（
流

山
北
小
６
年
）
、

小
西
美
穂
（
南
部

中
１
年
）
▽
流
山

交
通
安
全
協
会
長

賞
＝
羽
部
香
帆

（
八
木
北
小
５

年
）、
國
　
早
智

子（
南
部
中
１
年
）

▽
流
山
地
区
安
全

運
転
管
理
者
協
議
会
長
賞
＝

池
田
泰
菜
（
鰭
ケ
崎
小
４

年
）、
桃
井
彩
希
（
東
深
井

中
１
年
）
▽
教
育
長
賞
＝
佐

藤
真
奈
美
（
長
崎
小
６
年
）、

國
枝
慧
史
（
南
部
中
２
年
）

【
作
品
展
】

▽
期
間
／
場
所
＝
①
12
月

16
日
�
ま
で
／
イ
ト
ー
ヨ
ー

一
一
〇
番
は
、
急
を
要
す

る
場
合
に
警
察
へ
連
絡
す
る

た
め
の
緊
急
電
話
で
す
。
相

談
ご
と
な
ど
は
、
相
談
サ
ポ

ー
ト
コ
ー
ナ
ー
ま
た
は
最
寄

り
の
警
察
署
へ
お
願
い
し
ま

す
。一

一
〇
番
へ
の
通
報
件
数

は
、
事
件
や
事
故
の
増
加
な

ど
に
よ
り
大
幅
に
増
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
内
容
も
凶
悪

事
件
の
発
生
か
ら
迷
子
の
保

護
に
至
る
ま
で
幅
広
く
、
市

民
生
活
の
安
全
確
保
に
欠
か

せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。【

相
談
窓
口
】

相
談
サ
ポ
ー
ト
コ
ー
ナ
ー

�
０
４
３
―

２
２
７
―

９
１

１
０
／
流
山
警
察
署
�
７
１

５
９
―

０
１
１
０

カ
ド
ー
流
山
店
②
12
月
21
日

�
〜
26
日
�
／
森
の
図
書
館

③
１
月
24
日
�
〜
31
日
�
／

流
山
郵
便
局

※
市
内
小
・
中
学
生
防
犯

ポ
ス
タ
ー
も
同
時
展
示
し
て

い
ま
す

□問
生
活
安
全
課
�
７
１
５

０
―

６
３
１
２

1
1
0
番
は
緊
急
電
話
で
す

相
談
ご
と
は
警
察
署
　
に
な
ど

流 山 市  

柏 市  

我孫子市  

150,706人 

328,492人 

131,370人 

381億6,524万7千円

871億563万円 

298億4,799万6千円 

5億6,835万5千円 

29億9,498万1千円 

7億7,420万4千円 

98億3,954万円 

207億6,567万2千円 

94億1,587万5千円 

25.8％ 

23.8％ 

31.5％ 

25.2％ 

25.4％ 

32.2％ 

区分 
住民基本 
台帳人口 歳出額（A） 実質収支 人件費（Ｂ） 

人件費率 
（Ｂ/A） 

14年度の 
人件費率 （Ｈ16.3.31現在） 

区分 
職員数 
（人） 

給与費 給料 
構成比 

職員手当 
構成比 期末・ 

勤勉手当 
構成比 1人当たり 

の給与費 （％） （％） （％） 

流 山 市  

柏 市  

我孫子市 

1,106 

2,235 

924

82億5,551万3千円 

167億1,680万5千円 

69億8,856万1千円 

48億5,738万円 

96億2,345万1千円 

40億8,267万9千円 

58.8 

57.6 

58.4

12億7,754万6千円 

29億1,331万2千円 

11億2,903万6千円 

15.5 

17.4 

16.2

21億2,058万7千円 

41億8,004万2千円 

17億7,684万6千円 

25.7 

25.0 

25.4

746万4千円 

748万円 

756万3千円 

普通会計
当初予算 
一般会計
当初予算
普通会計
当初予算 

一般行政 

職員 

技能・労 

務職員 

流 山 市  
柏 市  
我孫子市 
千 葉 県  
流 山 市  
柏 市  
我孫子市 
千 葉 県  

381,224円 
375,585円 
375,182円 
365,545円 
316,482円 
320,437円 
345,405円 
324,154円 

45.4歳 
44.9歳 
43.7歳 
43.9歳 
47.7歳 
49.8歳 
45.5歳 
48.4歳 

一般行政 

職員 

技能・労 

務職員 

流 山 市  
柏 市  
我孫子市 
千 葉 県  
流 山 市  
柏 市  
我孫子市 
千 葉 県  

474,799円 
492,337円 
491,857円 
448,706円 
394,131円 
399,477円 
413,088円 
372,210円 

45.4歳 
44.9歳 
43.7歳 
43.9歳 
47.7歳 
49.8歳 
45.5歳 
48.4歳 

 

区分 
決定初任給 採用2年経過後の給料月額 

大学卒 高校卒 大学卒 高校卒 

流 山 市  
柏 市  

我 孫 子 市  
千 葉 県  

177,400円 
178,400円 
184,400円 
177,400円 
179,800円 
170,700円 

143,300円 
144,300円 
148,500円 
143,300円 

 
 

138,800円 

191,400円 
192,400円 
198,600円 
190,200円 
198,600円 
184,400円 

154,300円 
155,300円 
160,200円 
154,300円 

 
 

148,500円 

Ⅰ種 
Ⅱ種 国 

区分 

一　般　行　政　職 

大　学　卒  高　校　卒 

10年 15年 20年 10年 15年 20年 

流 山 市  

柏 市  

我孫子市 

千 葉 県  

275,525円 

276,500円 

265,200円 

271,566円 

320,878円 

326,608円 

308,500円 

338,414円 

385,300円 

378,770円 

366,100円 

394,004円 

229,000円 

223,680円 

213,900円 

216,333円 

255,260円 

276,360円 

265,200円 

270,002円 

320,667円 

322,100円 

320,300円 

335,906円 

（１）人件費の状況（平成15年度普通会計決算）

（４）職員の初任給の状況（一般行政職） （平成16年4月1日現在）

（平成16年4月1日現在）

（平成16年4月1日現在）

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます

（２）職員給与費の状況（平成16年度）

平均給料月額 平均給与月額

※職員手当には、退職手当を含みません

（３）職員の平均給料月額・平均給与月額および平均年齢の状況（平成16年4月1日現在）

※給与月額とは、職員に月々支給される給料および職員手当（期末・勤勉手当、退職手当を除く）の合計をいいます

※大学等卒業後、直ちに採用された場合の初任給とその後引き続き２年間勤務した場合の給料月額です

（５）職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

※経験年数とは、学校卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合は採用後の年数を、採用前
に民間企業での勤務歴などがある場合はその期間を換算し、採用後の年数に加算した年数をいいます

※職員数は、本市の給与条例に基づく給料表の区分によります
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です
※級制は、平成13年4月1日より、従来の8級制から9級制に改正されました

（６）一般行政職の級別職員数の状況

区　　分

標 準 的 な
職 務 内 容

職員数（人）

構成比（％）

1年前の構成比（％）

5年前の構成比（％）

２級

主 事
技 師

53

10.0

9.5

12.4

１級

事務員
技術員

9

1.7

0.7

1.4

主任主事
主任技師

50

9.5

12.9

27.1

副主査

46

8.7

5.6

-

係 長
主 査

194

36.7

39.5

38.4

係 長
主 査

56

10.6

8.9

4.1

３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級 ９級 計

課長
補佐

57

10.8

11.2

6.7

次 長
課 長

49

9.3

9.3

7.9

部 長
事務局長

15

2.8

2.4

2.0

529

100.0

100.0

100.0
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月

十
太
夫
・
思
井
・
向
小
金

児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
小
学

児童館・センターでは、子どもたちが明るく健やかに成長されるように、さ
まざまな事業を展開しています。冬を迎え寒さも厳しくなりますが、子どもた
ちが笑顔いっぱいで、楽しく参加できるクラブ活動などを実施します。

野
々
下
児
童
セ
ン
タ
ー
で

は
、
来
年
一
月
か
ら
三
月
ま

で
、
四
歳
〜
五
歳
児
と
そ
の

保
護
者
を
対
象
に
リ
ズ
ム
あ

そ
び
等
を
楽
し
む
「
親
子
で

児
童
館
・
セ
ン
タ
ー
で

は
、
来
年
一
月
か
ら
三
月
ま

で
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た

ク
ラ
ブ
活
動
を
実
施
し
ま
す

（
別
表
参
照
）。

友
だ
ち
同
士
で
遊
ぶ
楽
し

さ
、
普
段
は
で
き
な
い
こ
と

を
体
験
で
き
る
良
い
機
会
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。□問

各
児
童
館
・
セ
ン
タ
ー

市
内
の
農
業
従
事
者
が
、

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
権

と
被
選
挙
権
を
得
る
た
め
、

毎
年
一
月
一
日
現
在
で
行
わ

れ
て
い
る
選
挙
人
名
簿
へ
の

登
載
申
請
期
限
は
一
月
十
一

日
ま
で
で
す
。

十
一
月
に
配
布
し
た
申
請

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

封
入
の
上
、
農
家
組
合
長
を

通
じ
て
市
農
業
委
員
会
事
務

松戸公共職業安定所・馬橋庁舎が移転し、平成
17年1月11日から松戸駅前庁舎（図参照）と統合
しますのでお知らせします。
なお、馬橋
庁舎は1月7日
までご利用に
なれます（閉
庁日を除く）。
詳細は、お問
い合わせくだ
さい。

□問松戸公共
職業安定所�
０４７－３６
７－８６０９

千葉県まちづくり公社では、次のとおり県営住宅
の入居者を募集します。
【募集期間】
平成17年1月4日�～15日�

【申込資格】
①申込者が日本国籍を有する方または外国人で在留
期間が１年以上の在留資格を有する方および日本
人の配偶者等の方
②同居親族のある方
③住宅に困窮している方
④千葉県内に住民登録をし、居住している方
⑤基準を満たす連帯保証人がいる方
⑥収入基準に適合している方
※申し込み方法など、詳細はお問い合わせください
□問千葉県まちづくり公社�０４３－２２２－９
２００

局
ま
た
は
各
出
張
所
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
＝
昭
和
60
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
、
市
内

に
住
所
が
あ
り
、
10
ア
ー
ル

以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い

る
方
お
よ
び
同
居
の
親
族
ま

た
は
配
偶
者
で
年
間
60
日
以

上
農
業
に
従
事
し
て
い
る
方

□問
市
農
業
委
員
会
事
務
局

�
７
１
５
０
―

６
１
０
２

ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ

ン
プ
」（
全
５
回
）
を
開
催

し
ま
す
。

▽
期
日
＝
１
月
〜
３
月
の

第
２
・
４
火
曜
▽
時
間
＝
15

時
〜
16
時
▽
場
所
＝
野
々
下

児
童
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定

員
＝
４
〜
５
歳
児
と
そ
の
保

護
者
で
全
５
回
参
加
で
き
る

方
／
15
組
30
人
（
多
数
抽
選
）

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
12
月
25
日
ま
で
に
電
話

ま
た
は
直
接
窓
口
へ

□問
野
々
下
児
童
セ
ン
タ
ー

�
７
１
４
５
―

９
５
０
０

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
め
ざ
す

た
め
の
説
明
会
＆
事
例
報

告
」
を
、
流
山
・
柏
・
松

戸
・
我
孫
子
・
鎌
ケ
谷
市
の

共
催
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

第
一
部
で
は
、
法
人
認
証

手
続
き
に
つ
い
て
の
説
明

県
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
に
よ

る
「
活
動
事
例
発
表
会
」
を
、

柏
、
木
更
津
、
成
田
の
三
会

場
で
開
催
し
ま
す
。

柏
会
場
で
は
、
本
市
を
は

じ
め
東
　
飾
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
（
十
団
体
程
度
）
が
、

活
動
事
例
を
発
表
し
ま
す
。

身
近
で
活
動
を
し
て
い
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
が
、
ど
の
よ
う
な

地
域
の
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
か
を
知
り
、
ま
た
、

地
域
に
暮
ら
す
私
た
ち
は
ど

の
よ
う
に
行
動
し
て
い
く
べ

き
な
の
か
を
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

▽
日
時
＝
１
月
23
日
�
13

時
〜
17
時
▽
場
所
＝
柏
市
中

央
公
民
館
（
柏
市
）
▽
定

員
＝
１
０
０
人
程
度
（
先
着

順
）
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
電
話
で
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
推
進
課
へ

□問
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
課

�
０
４
３
―

２
２
３
―

４
１

６
６税

に
つ
い
て
正
し
く
理
解

し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
全
国

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
が
中

学
生
に
よ
る
「
税
に
つ
い
て

の
作
文
」
を
募
集
し
た
と
こ

ろ
、
こ
と
し
も
多
く
の
作
品

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

市
内
の
中
学
生
か
ら
も
多

数
が
、
松
戸
税
務
署
管
内
納

税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

〈
五
十
音
順
・
敬
称
略
〉

▽
内
海
咲
子
（
北
部
中
３

年
）
▽
埋
金
美
弥
子
（
八
木

中
３
年
）
▽
黒
住
駿
（
東
部

中
３
年
）
▽
齊
藤
園
子
（
西

初
石
中
３
年
）
▽
坂
上
明
日

香
（
西
初
石
中
３
年
）
▽
杉

本
美
帆
（
北
部
中
３
年
）
▽

草
村
真
理
子
（
南
部
中
３
年
）

▽
渡
邊
優
（
東
深
井
中
３
年
）

会
。
第
二
部
で
は
、
す
で
に

法
人
格
を
取
得
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

団
体
が
、
実
際
に
認
証
手
続

き
を
行
っ
た
際
の
苦
労
話
を

交
え
た
事
例
報
告
を
行
い
ま

す
。

こ
れ
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
設
立
を
目
指
す
方

は
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
２
月
２
日

�
14
時
30
分
〜
17
時
▽

場
所
＝
ア
ミ
ュ
ゼ
柏

（
柏
市
）
▽
定
員
＝
１

５
０
人
程
度（
先
着
順
）

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
電
話
で
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
課
へ

□問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�
７

１
５
０
―

６
０
７
６

生
を
対
象
と
し
た
科
学
体
験

教
室
「
サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
フ

ト
〜
め
ざ
せ
ち
び
っ
こ
科
学

者
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
使
っ
て
噴
水
を
つ
く
り
ま

す
。
あ
な
た
も
挑
戦
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
＝
12
月
24
日
�
10

時
30
分
〜
12
時
▽
場
所
＝
十

太
夫
・
思
井
・
向
小
金
児
童

セ
ン
タ
ー
※
３
会
場
で
同
時

開
催
▽
対
象
／
定
員
＝
小
学

生
／
各
20
人
（
先
着
順
）
▽

参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
電
話
で
各
児
童
セ
ン
タ

ー
へ□問

十
太
夫
児
童
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
４
―

５
２
５
４
／

思
井
児
童
セ
ン
タ
ー
�
７
１

５
９
―

５
６
６
６
／
向
小
金

児
童
セ
ン
タ
ー
�
７
１
７
３

―

９
３
２
０

め
ざ
せ
ち
び
っ
こ
科
学
者

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
噴
水
を
つ
く
ろ
う

N
P
O
法
人
を
め
ざ
す
方

2
月
2
日
に
説
明
会

税
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

松戸公共職業安定所
馬橋庁舎が来年移転

門松カードの配布が終了に

県営住宅の入居者募集農
業
委
員
の
選
挙
人
名
簿

月

日
ま
で
に
登
載
申
請
を

1

11

市
内
中
学
生
8
人
が
優
秀
賞
に

「広報ながれやま」は再生紙を使用しています

NPO法人自立サポートネット流
山が行った「講演とコンサートの
つどい」

N
P
O
活
動
発
表
会

（
柏
会
場
）に
参
加
を

会　　場 申し込み等 
クラブ名 
対象／定員 

活動日 
時　間 

駒木台児童館  あそびっ子クラブ 
２～３年生／25人 

あそびっ子クラブ 
２～３年生／25人 

手作りトライクラブ 
小学生 

レッツダンス 
２～３年生／25人 

マジッククラブ 
小学生 

あそびっ子クラブパート２ 
２～３年生 

あそぼう会パート２ 
２～４年生 

２/３～３/３の木曜 
15：45～16：45

２/３～３/３の木曜 
15：45～16：45

１/20～２/24の木曜 
15：30～16：00

１/21～３/４の金曜 
15：50～16：40

１/29、２/12、３/12 
10：30～11：30

１/27～３/４の金曜 
15：45～16：45

１/21～３/４の金曜 
15：45～16：45

１/27�13：30から 
説明会あり 

１/27�13：30から 
説明会あり 

１/５�から 
受け付け 

１/14�13：30から 
説明会あり 

当日直接会場へ 
 

１/21�13：30から 
説明会あり 

１/５�から 
受け付け 

�７１５４－４８２１ 

�７１４５－９５００ 
野々下児童センター 

�７１５８－４５４５ 
赤城児童センター 

�７１５４－５２５４ 
十太夫児童センター 

�７１７３－９３２０ 
向小金児童センター 

�７１５９－５６６６ 
思井児童センター 

�７１５４－３０２６ 
江戸川台児童センター 

松戸駅 

三井 
住友 
銀行 

至 
 
柏 

至 
上 
野 JR常磐線 

松戸駅 
前庁舎 

�松戸駅前庁舎：松戸市松戸1307－1　松戸ビルヂング3階 

西　　口 
ターミナル 

千葉 
銀行 

伊
勢
丹 

児童館・センターのクラブ活動

����������������������
����������������������
����������������������子どもたちの笑顔笑顔いっぱいに 子どもたちの笑顔いっぱいに 

門松カードの配布を廃止します。
この配布は、戦後の荒廃した森林
の保護などを目的にスタートしまし
たが、ことし3月にカードの発行元で
ある｢東　飾郡市緑化推進委員会｣が
解散となり、また本市でも行財政改
革を推進していることから廃止する
ものです。
なお、今年度につきましては、移
行措置として市役所、各出張所、各
公民館で12月15日から配布します。
自治会を通じた配布は行いませんの
で、必要な方は、これらの公共施設
で各自受け取ってください。※配布
は1世帯1枚までとし、なくなり次第
終了とさせていただきます。
□問公園緑地課�７１５０－６０９２

親
子
で
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ
プ
・
ジ
ャ
ン
プ

4
〜
5
歳
児
の
ク
ラ
ブ
活
動

�

�

小
学
生
対
象
の
ク
ラ
ブ
活
動

友
だ
ち
と
楽
し
く
遊
ぼ
う
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★印のあるものは市主催のものです 

★
博
物
館
子
ど
も
教
室

「
絵
画
教
室
」

▽
日
時
＝
１
月
22
日
�
13

時
30
分
〜
15
時
30
分
▽
場

所
＝
杜
の
ア
ト
リ
エ
黎
明
▽

対
象
／
定
員
＝
市
内
小
・
中

学
生
／
20
人
（
先
着
順
）
▽

内
容
＝
本
物
の
ア
ト
リ
エ
で

人
物
や
風
景
な
ど
を
描
く
▽

参
加
費
＝
無
料
▽
持
ち
物
＝

水
彩
用
具
、
鉛
筆
、
ス
ケ
ッ

チ
ブ
ッ
ク
な
ど
▽
申
し
込

み
＝
電
話
で
博
物
館
へ
※
描

い
た
絵
は
、
１
月
25
日
か
ら

２
月
４
日
ま
で
杜
の
ア
ト
リ

エ
黎
明
に
展
示
し
ま
す

□問
博
物
館
�
７
１
５
９
―

３
４
３
４

★
公
民
館
パ
ソ
コ
ン
講
座

①
ワ
ー
ド
初
級
講
座
（
全

３
回
）
▽
期
日
＝
１
月
13

日
・
20
日
・
27
日
の
木
曜
▽

時
間
＝
13
時
30
分
〜
15
時
30

分
▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽
対

象
／
定
員
＝
文
字
入
力
が
で

き
る
方
／
18
人
（
多
数
抽
選
）

▽
内
容
＝
ワ
ー
ド
を
使
っ
た

文
書
作
成
▽
参
加
費
＝
１
０

０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

②
エ
ク
セ
ル
初
級
講
座

（
全
３
回
）
▽
期
日
＝
１
月

12
日
�
・
13
日
�
・
14
日
�

▽
時
間
＝
18
時
〜
20
時
▽
場

所
＝
文
化
会
館
▽
対
象
／
定

員
＝
文
字
入
力
が
で
き
る

方
／
18
人
（
多
数
抽
選
）
▽

内
容
＝
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
た

表
作
成
か
ら
計
算
ま
で
の
基

本
操
作
▽
参
加
費
＝
１
０
０

０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

【
申
し
込
み
】

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希

望
講
座
名
（
１
人
１
講
座
ま

で
）、
返
信
用
に
宛
名
を
明

記
し
、
12
月
22
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
７

６
流
山
市
加
１
―

16
―

２
流

山
市
文
化
会
館
パ
ソ
コ
ン
係

へ
□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８

―

３
４
６
２

★
仕
事
に
役
立
つ
Ｃ
Ａ
Ｄ

講
座
（
全
３
回
）

▽
期
日
＝
１
月
24
日
�
・

25
日
�
・
26
日
�
▽
時
間
＝

14
時
〜
17
時
▽
場
所
＝
文
化

会
館
▽
対
象
／
定
員
＝
マ
ウ

ス
操
作
、
文
字
入
力
が
で
き

る
方
／
20
人
（
多
数
抽
選
）

▽
内
容
＝
間
取
り
図
を
描
く

▽
参
加
費
＝
２
５
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
等
）
▽
申
し

込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
講
座
名
、
返
信
用
に
宛

名
を
明
記
し
、
１
月
７
日

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
７
６
流
山
市
加
１
―

16

―

２
流
山
市
文
化
会
館
Ｃ
Ａ

Ｄ
係
へ

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８

―

３
４
６
２

★
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

（
全
３
回
）

▽
期
日
＝
１
月
29
日
、
２

月
５
日
・
12
日
の
土
曜
▽
時

間
＝
10
時
〜
12
時
▽
場
所
＝

文
化
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
／
18
人

（
多
数
抽
選
）
▽
内
容
＝
パ

ソ
コ
ン
の
基
礎
か
ら
文
字
入

力
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
で

の
基
本
操
作
▽
参
加
費
＝
１

０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
講
座
名
、
返
信
用

に
宛
名
を
明
記
し
、
１
月
７

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

０
―

０
１
７
６
流
山
市
加
１

―

16
―

２
流
山
市
文
化
会
館

パ
ソ
コ
ン
入
門
係
へ

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８

―

３
４
６
２

★
延
長
保
育
士
の
募
集

▽
勤
務
地
＝
平
和
台
・
江

戸
川
台
・
名
都
借
・
長
崎
・

向
小
金
・
東
深
井
保
育
所
▽

勤
務
時
間
＝
月
〜
金
曜
…
７

時
〜
８
時
30
分
、
16
時
〜
19

時
／
土
曜
…
７
時
〜
８
時
30

分
、
11
時
30
分
〜
19
時
▽
対

象
＝
有
資
格
者
※
江
戸
川

台
・
向
小
金
保
育
所
は
無
資

格
者
も
募
集
▽
時
間
給
＝
有

資
格
者
９
３
０
円
／
無
資
格

者
９
２
０
円
※
い
ず
れ
も
交

通
費
別
途
支
給

□問
保
育
課
�
７
１
５
０
―

６
１
２
４

学
童
保
育
所
の
指
導
員
募

集
①
あ
ず
ま
学
童
ク
ラ
ブ

（
名
都
借
）

▽
内
容
＝
東
小
１
〜
３
年

生
の
放
課
後
保
育
▽
資
格
＝

満
20
歳
以
上
の
方
（
性
別
、

公
的
資
格
等
は
不
問
。
学
生

可
）
▽
勤
務
日
＝
土
曜
を
含

む
週
３
日
以
上
ま
た
は
冬
休

み
期
間
中
▽
時
間
給
＝
８
０

０
円
〜
※
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を□問

あ
ず
ま
学
童
ク
ラ
ブ
�

７
１
４
６
―

８
５
５
８

②
江
戸
川
台
子
ど
も
ル
ー

ム
（
江
戸
川
台
東
）

▽
内
容
＝
江
戸
川
台
小
１

〜
３
年
生
の
放
課
後
保
育
▽

勤
務
日
＝
月
〜
土
曜
の
う
ち

週
５
日
以
内
▽
時
間
給
＝
８

５
０
円
※
た
だ
し
、
試
用
期

間
（
３
カ
月
間
）
は
８
０
０

円
▽
勤
務
開
始
＝
平
成
17
年

４
月
の
予
定
※
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

□問
子
育
て
支
援
課
�
７
１

５
０
―

６
０
８
２

★
行
財
政
改
革
審
議
会

▽
日
時
＝
12
月
21
日
�
13

時
30
分
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

▽
内
容
＝
行
財
政
改
革
に
つ

い
て□問

行
政
改
革
推
進
課
�
７

１
５
０
―

６
０
７
８

★
都
市
計
画
審
議
会

▽
日
時
＝
12
月
21
日
�
13

時
45
分
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

▽
内
容
＝
「
流
山
都
市
計
画

公
園
の
変
更
に
つ
い
て
（
西

初
石
近
隣
公
園
の
追
加
）」、

「
流
山
市
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
つ
い

て
」□問

都
市
計
画
課
�
７
１
５

０
―

６
０
８
７

★
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・

プ
ラ
ザ
館
の
再
生
品
（
家
具
）

の
販
売

▽
対
象
家
具
＝
タ
ン
ス
、

テ
ー
ブ
ル
な
ど
▽
応
募
期

間
＝
12
月
15
日
�
〜
１
月
５

日
�
（
年
末
年
始
を
除
く
）

▽
受
付
時
間
＝
９
時
〜
17
時

▽
応
募
資
格
＝
市
内
在
住
・

在
勤
の
方
▽
応
募
方
法
＝
応

募
期
間
中
に
プ
ラ
ザ
館
に
展

示
さ
れ
て
い
る
家
具
等
の
う

ち
、
希
望
す
る
も
の
を
申
込

用
紙
に
記
入
し
、
直
接
プ
ラ

ザ
館
（
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
）

窓
口
へ
※
多
数
抽
選
、
結
果

は
当
選
者
の
み
に
通
知
▽
引

き
渡
し
＝
品
物
は
現
金
と
引

き
換
え
で
、
運
搬
な
ど
は
各

自
で
お
願
い
し
ま
す

□問
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�

７
１
５
７
―

８
２
５
０

★
豚
汁
ジ
ョ
ギ
ン
グ

▽
日
時
＝
12
月
26
日
�
７

時
〜
（
受
け
付
け
は
６
時
50

分
〜
）
※
雨
天
決
行
▽
集
合

場
所
＝
八
木
北
小
学
校
▽
参

加
費
＝
２
０
０
円
▽
持
ち

物
＝
タ
オ
ル
▽
申
し
込
み
＝

当
日
直
接
集
合
場
所
へ

□問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７

１
５
９
―

１
２
１
２

て
が
ぬ
ま
カ
レ
ン
ダ
ー
の

配
布手

賀
沼
水
質
浄
化
の
願
い

を
込
め
て
作
成
し
た
「
２
０

０
５
年
版
て
が
ぬ
ま
カ
レ
ン

ダ
ー
」
を
無
料
で
配
布
し
ま

す
。▽

日
時
＝
12
月
20
日
�
８

時
30
分
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

環
境
保
全
課
※
１
人
に
つ
き

１
部
の
配
布
で
、
な
く
な
り

次
第
終
了
と
な
り
ま
す

□問
環
境
保
全
課
�
７
１
５

０
―

６
０
８
３

イ
チ
ゴ
の
出
荷
始
ま
る

市
で
は
、
イ
チ
ゴ
の
生
産

を
振
興
し
て
い
ま
す
。

市
内
イ
チ
ゴ
農
家
で
は
、

こ
れ
か
ら
イ
チ
ゴ
の
出
荷
が

始
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
各
農
家
で
直
売
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
摘
み

た
て
の
イ
チ
ゴ
を
食
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

□問
農
政
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
６

「
ち
ば
環
境
再
生
基
金
」

公
募
助
成

千
葉
県
の
自
然
環
境
の
保

全
と
再
生
の
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
が
県
内
で
行
う
活
動
に
対

し
て
経
費
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
活
動
＝
①

イ　ベ　ン　ト

市民伝言板
このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、南流
山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館にある掲載
申込書に必要事項を記入のうえ、掲載希望号の１カ月前（イベント
掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日時・場

所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間でするよう
にお願いします。
□秘書広報課�７１５０－６０６３

インターネット、パソコンを使った翻訳勉強会（富士見台
翻訳研究会主催）＝12月18日�9時～10時、富士見台自治会館。
参加費100円□問入内島�７１５３－００２０
シニア・シルバー将棋大会（将棋流東友の会主催）＝12月

23日�10時～17時、東部公民館。参加費1,000円（弁当代含む）
※要予約（12月20日まで）□問菊地�７１７２－５８１８
ミュージカル｢わがはいは猫である｣（ミュージカル劇団り

とるねばあらんど主催、市・市教委後援）＝12月26日�①13
時～15時②17時～19時、アミュゼ柏（柏市）。入場料900円□問

岩佐�０９０－１７３２－１８０７
流山ショートテニス体験教室（ＮＰＯ法人日本スポーツレ
クリｴーション協会主催、市教委後援）＝12月26日�①10時～
12時②13時～15時、市民総合体育館。参加費500円□問同協会�
７１５４－７３３９
指点字講習会（ＮＰＯ法人指つき言語普及協会主催）＝1月
8日・22日、2月5日・26日、3月12日・26日の土曜（全6回）10
時～12時、東　テクノプラザ（柏市）。参加費無料※要予約
（12月24日まで）□問同協会�７１３５－８００８
チャリティイベント｢カンジヤママイム・おしゃべりなパン
トマイム｣（千葉県ろう重複障害者施設をつくる会・　北ブロ
ック実行委員会主催、市・市教委後援）＝1月16日�13時～15
時30分、松戸市民劇場（松戸市）。入場料2,000円（小人1,000
円）□問水野�７１５２－７９６２
バレエ物語｢くるみ割り人形｣（障害者児と共にミュージカ
ルを観る実行委員会主催）＝1月21日�・22日�13時～16時、
野田市文化会館（野田市）。入場料無料□問鈴木�７１５２－３
７６７
｢音ってなあに？｣小学生のためのストリングラフィワーク

ショップ（流山おやこ劇場主催、市・市教委後援）＝1月23日
�14時30分～15時30分、南流山センター。入場料1,000円□問同
劇場�７１５２－０４４６

講
座
・
講
演

自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
②

体
験
的
環
境
学
習
③
省
資

源
・
リ
サ
イ
ク
ル
▽
対
象
事

業
の
実
施
期
間
＝
平
成
17
年

４
月
１
日
〜
平
成
18
年
３
月

31
日
▽
助
成
金
額
＝
対
象
経

費
の
２
分
の
１
以
内
ま
た
は

50
万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額

▽
募
集
期
間
＝
平
成
16
年
12

月
28
日
ま
で

□問
	
千
葉
県
環
境
財
団
環

境
再
生
基
金
チ
ー
ム
�
０
４

３
―

２
４
６
―

２
０
７
８

そ
の
他

資
格
・
求
人

施
策
会
議
傍聴可

▽日時＝12月18日�13時30分～15時▽場所＝文化会館▽対
象／定員＝乳幼児とその保護者など／1,000人（先着順）▽出
演＝沖縄民謡ポップスバンド・チャンプラーズほか▽入場
料＝無料▽申し込み＝当日直接会場へ
□問文化会館�７１５８－３４６２

公
職
選
挙
法
に
基
づ
く
十
二
月
一
日
現
在
の

選
挙
人
名
簿
の
登
録
者
数
は
、
十
二
万
三
千
三

百
八
十
五
人
（
前
回
比
二
百
十
五
人
増
）
で
す
。

男
女
別
で
は
、
男
性
が
六
万
一
千
十
五
人
、

女
性
が
六
万
二
千
三
百
七
十
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、
正
確
な
有
権

者
数
を
把
握
す
る
た
め
、
年
四
回
行
っ
て
い
ま

す
。□問

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
�
７
１
５
０

―

６
１
０
０

選挙人名簿の登録者数

問
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十
一
月
三
日
、
市
民
ま
つ

り
会
場
で
「
第
三
回
ガ
ー
デ

十
二
月
一
日
か
ら
向
小
金

第
二
自
治
会
と
田
島
自
治
会

の
共
催
で
、
地
元
専
門
店
プ

ラ
ザ
Ｐ
Ａ
Ｔ
流
山
に
三
メ
ー

ト
ル
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

が
設
置
さ
れ
、
ブ
ル
ー
リ
ボ

ン
を
結
び
、
拉
致
被
害
者
の

無
事
救
出
を
願
う
募
金
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

市
役
所
ロ
ビ
ー
に
も
白
い

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
置
か

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
気
ぜ
わ
し
い
年

末
を
迎
え
、
拉
致
問
題
を
風

化
さ
せ
な
い
よ
う
に
松
戸
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
流
山
部

会
（
米
山
孝
平
部
会
長
）
が

人
権
擁
護
の
た
め
、
昨
年
か

ら
始
め
た
募
金
活
動
で
す
。

ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
ガ
ー
デ

ン
部
門
、
ポ
ケ
ッ
ト
ガ
ー
デ

ン
部
門
、
緑
の
街
並
み
部
門

の
三
部
門
で
行
わ
れ
、
色
と

り
ど
り
の
花
が
咲
き
誇
る
庭

や
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
日

本
庭
園
の
写
真
な
ど
、
五
十

二
点
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

入
賞
作
品
は
、
来
場
者
に

投
票
し
て
い
た
だ
き
、
得
票

数
の
多
か
っ
た
順
に
決
定
し

ま
し
た
。

な
お
、
入
賞
作
品
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介

し
て
い
ま
す
。
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

【
ガ
ー
デ
ン
部
門
】

▽
金
賞
＝
国
府
田
尚
美

（
こ
う
の
す
台
）
▽
銀
賞
＝

岩
佐
哲
夫
（
市
野
谷
）
▽
銅

賞
＝
税
所
邦
子
（
駒
木
）

【
ポ
ケ
ッ
ト
ガ
ー
デ
ン
部
門
】

▽
金
賞
＝
金
井
礼
子
（
西

初
石
）
▽
銀
賞
＝
松
本
隆

（
江
戸
川
台
東
）
▽
銅
賞
＝

国
府
田
尚
美
（
こ
う
の
す
台
）

コ
ン
テ
ス
ト
の
応
募
者
が
集

ま
り
、
交
流
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
、
井
崎
市
長
か
ら

入
賞
さ
れ
た
方
々
に
表
彰
状

が
贈
ら
れ
、
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の

苦
労
話
や
手
入
れ
の
ア
ド
バ

イ
ス
な
ど
の
話
題
に
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
交
流
会
に
引
き
続

き
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
な
ど

に
つ
い
て
の
話
し
合
い
も
行

わ
れ
、
同
好
会
等
の
設
立
に

向
け
た
意
見
な
ど
も
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

□問
公
園
緑
地
課
�
７
１
５

０
―

６
０
９
２

ガ
ー
デ
ン
部
門
で
金
賞
を
受
賞
し
た
国
府
田
尚
美

さ
ん
の
作
品

拉致被害者の無事救出を願い「PAT流山」に
3メートルのツリーがお目見え

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

詩

小
林
稔
　
選
（
流
山
市
前
平
井
88
‐
7
）

俳句

水
見
壽
男
　
選
　
（
流
山
市
東
深
井
865
‐
111
）

短歌

武
田
静
江
　
選
　
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
‐
505
‐
90
）

ど
ん
ぐ
り
も
子
ら
も
こ
ろ
こ
ろ
よ
く
笑
ふ
　
　

榠
櫨
の
実
己
が
重
さ
に
垂
れ
て
を
り
　
　
　

鍵
穴
に
油
を
さ
し
て
冬
に
入
る

秋
桜
赤
き
た
す
き
が
駆
け
抜
け
し

大
目
玉
瞑
り
て
癒
せ
捨
て
案
山
子

【
評
】
一
句
目
　
子
供
と
団
栗
の
よ
く
似
た
と
こ
ろ
を
対
比
さ
せ
て
、
嬉
し
い
句
の
仕

上
が
り
と
な
っ
て
い
る
。
素
直
に
子
と
団
栗
の
顔
が
思
い
浮
か
ん
で
、
微
苦
笑
を
禁
じ

得
な
い
。
二
句
目
　
昨
年
は
か
り
ん
の
生
り
年
、
た
わ
わ
に
枝
さ
き
を
占
め
て
い
た
か

り
ん
も
秋
に
き
て
、
い
よ
い
よ
黄
に
熟
れ
枝
を
撓
め
て
い
る
様
子
が
、
そ
こ
こ
こ
に
見

ら
れ
た
。
己
が
重
み
で
垂
れ
る
と
い
う
措
辞
に
、
句
へ
の
思
い
入
れ
が
あ
る
。

三
句

目
　
さ
り
気
な
い
冬
支
度
で
あ
る
。
日
常
余
り
思
い
つ
か
な
い
こ
と
を
思
い
つ
く
。
そ

ん
な
一
つ
に
鍵
穴
や
レ
ー
ル
、
自
転
車
な
ど
へ
の
油
差
し
が
あ
る
。
冬
な
ら
で
は
の
一

些
事
で
あ
る
。
四
句
目
　
秋
の
マ
ラ
ソ
ン
風
景
。
コ
ス
モ
ス
の
咲
く
道
を
赤
い
た
す
き

掛
け
が
駆
け
ぬ
け
て
行
く
の
で
あ
る
。
五
句
目
　
案
山
子
へ
の
存
問
の
句
で
あ
る
。
働

き
つ
か
れ
て
大
目
玉
を
剥
く
姿
に
、
感
謝
の
念
を
込
め
た
挨
拶
の
一
句
。

雑
木
林

松
　
ケ
　
丘
　
　
吉
沢
　
量
子

葉
を
落
と
し
た
裸
木
は
立
っ
て
眠
る

す
こ
や
か
に
伸
び
た
樹
木
の
隙
間
を
抜
け
て

冬
の
陽
射
し
が
枯
れ
葉
を
敷
い
た
道
に
届
く

私
は
大
き
な
鳥
か
ご
に
捉
え
ら
れ
た
の
だ

上
の
方
で
は
風
に
揺
す
ぶ
ら
れ

差
し
出
し
た
枝
々
が
会
話
を
楽
し
ん
で
い
る

林
を
歩
く
私
の
心
の
襞
に

す
が
す
が
し
く
湧
き
立
つ
希
望
と
い
う
文
字

こ
の
林
そ
の
も
の
に
な
っ
た
私
に

小
春
日
和
の
光
が
射
し
込
ん
で
い
る

こ
の
か
け
が
え
の
な
い
一
日
に

め
ぐ
り
合
わ
せ
て
く
れ
た
仕
合
せ
を

だ
れ
に
伝
え
よ
う
か
と
考
え
た

雑
木
林
の
つ
き
た
と
こ
ろ
で

【評】青天の冬の日に雑木林を歩きたいと思う。
そこは希望のあふれた一つの世界である。昨日
のことも、明日のことも何も考えたくなくな
る。鳥が楽しげに鳴いて仲間を呼んでいたりし
て、私は一人なのに心が満たされている。樹木
や鳥は私の手足になっているからだ。そして喜
びあふれ誰かに伝えたくなるだろう。そんなと
き私たちは詩に書き残そうとする。

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い

西
　
初
　
石
　
石
戸
谷
貞
夫

向
　
小
　
金
　
関
口
　
條
山

野
　
々
　
下
　
大
野
　
和
子

江
戸
川
台
東
　
浅
利
　
ミ
チ

向
　
小
　
金
　
相
川
　
　
豊

過
ぎ
し
日
の
救
世
軍
の
慈
善
鍋
を
ネ
オ
ン
の
陰
に
忘
れ
て
い
た
り

松
　
ケ
　
丘
　
皆
川
　
春
秋

湯
上
り
に
メ
ガ
ネ
を
か
け
ず
向
ひ
合
う
鏡
の
な
か
に
亡
き
母
が
ゐ
る

江
戸
川
台
西
　
高
橋
　
レ
イ

生
と
死
の
限
り
の
境
目
ま
ぎ
ら
わ
し
彼
岸
此
岸
の
風
に
さ
わ
だ
つ

若
　
葉
　
台
　
船
橋
　
房
子

【
評
】
皆
川
氏
　
年
末
と
い
う
と
街
角
に
救
世
軍
の
慈
善
鍋
が
出
る
。
そ
れ
が
高
度
成

長
の
波
以
来
、
華
や
か
な
ネ
オ
ン
の
彩
り
の
影
に
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

日
本
列
島
が
災
害
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
た
今
年
、
そ
の
事
に
気
づ
く
。
高
橋
氏
　
湯
上

が
り
に
眼
鏡
も
か
け
ず
に
向
か
う
鏡
の
中
に
今
は
亡
い
母
が
い
る
と
い
う
。
素
顔
の
自

分
が
つ
く
づ
く
と
母
の
顔
に
似
て
き
た
の
で
あ
る
。
実
に
温
か
く
、
優
し
い
一
首
。
船

橋
氏
　
生
と
死
を
限
る
境
目
と
い
う
も
の
は
紛
ら
わ
し
い
も
の
で
あ
る
。
ま
し
て
天
災

や
事
故
と
の
遭
遇
に
お
い
て
は
、
運
・
不
運
が
係
わ
る
。
作
者
も
此
岸
の
風
に
さ
ら
さ

れ
な
が
ら
生
き
て
い
る
。

注１…戸籍の届け出や緊急時は、市役所守衛室�７１５８―１１８０へ。
住民票の写しの電話予約サービスは、年末は12月25日・26日交付で終
了、年始は１月８日・９日交付から開始

注２…漏水などは、�流山水道センター�７１５９―９１０６へ
注３…粗大ごみ等の持ち込み時間は、８時30分～11時40分、13時～15時40分
注４…12月28日、１月４日は受け付けのみ行います
注５…返却ボックスは12月28日15時～１月４日10時の期間は閉鎖
注６…12月28日は17時で閉館します
注７…12月31日は通夜の使用不可。１月４日は告別式の使用不可。１月４日

は火葬と通夜のみ使用可
注８…事業所検診、水質検査、腸内細菌検査、エイズ相談・検査、飼えなく

なった犬猫の引き取りについては、事前に問い合わせを

年末年始の業務案内 

施　設　名 28 29 30 31 1 2 3 4

火 水 木 金 土 日 月 火 

12月 1月 

市役所、各出張所 

ケアセンター 

保健センター 

水道局 

クリーンセンター（ごみ焼却施設） 

リサイクルプラザ・プラザ館 

文化会館、各公民館、 
南流山センター 
中央図書館、森の図書館、
各分館 

博物館 

一茶双樹記念館、杜のアトリエ黎明 

市民総合体育館 

コミュニティプラザ 

各福祉会館 

身体障害者福祉センター 

老人福祉センター 

児童館、児童センター 

公共施設間循環バス 

運転免許センター 

柏駅行政サービスセンター 

ウイングホール柏斎場 

柏保健所 

 ● ● ● ● ● ●  

 ● ● ● ● ● ●  

 ● ● ● ● ● ●  

 ● ● ● ● ● ●  

   ● ● ● ●  

 ● ● ● ● ● ●  

 ● ● ● ● ● ●  

● ● ● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● ● ● 

 ● ● ● ● ● ●  

● ● ● ● ● ● ● ● 

● ● ● ● ● ● ● ● 

 ● ● ● ● ● ●  

 ● ● ● ● ● ●  

 ● ● ● ● ● ●  

 ● ● ● ● ● ●  

公共施設予約システム  ● ● ● ● ● ●  

 ● ● ● ● ● ●  

 ● ● ● ● ● ●  

● ● ● ● ● ● ● ● 

    ● ● ●  

 ● ● ● ● ● ●  

（注１） 

（注２） 

（注３） 

（注４） 

（注５） 

（注６） 

（注７） 

（注８） 

●：閉庁、休館、運休など 

※健康保険証を忘れずに。往診はし
ません。なお、内科・小児科について
は、夜間は医療機関が当番制で診療し
ます。当番医の確認は市消防本部�
7158－0119へ

銀
行 

初
石 

公
民
館 

ふ
れ
あ
い
の
森 

東武野田線 至
豊
四
季 

初石駅 至江
戸
川
台 

    休日診療休日診療所 
（保健センター内）（保健センター内） 

流山流山 
郵便局郵便局 

  休日診療所 
（保健センター内） 

流山 
郵便局 

診 療 日　12月30日�～1月3日�
診療場所　保健センター内休日診療所

�7155－3456
（西初石４丁目1433－1
初石駅下車徒歩約８分）

診療科目　①内科・小児科
（９時～11時30分、
13時～16時30分）
②歯科
（９時～11時30分）

（受付時間）

ガーデニングコンテスト 
入賞者決入賞者決まる 

ガーデニングコンテスト ガーデニングコンテスト 
入賞者決入賞者決まる 入賞者決まる 交

流
会

交
流
会
で
緑
の
輪
広
輪
広
が
る 

交
流
会
で
緑
の
輪
広
が
る 

ツリーにブルーリボンを ツリーにブルーリボンを 
自治会治会が拉致被害者拉致被害者の 
無事祈無事祈る 
自治会が拉致被害者の 
無事祈る 

急病の場合は休日診療所へ

【
緑
の
街
並
み
部
門
】

▽
金
賞
＝
松
川
美
子
（
加
）

▽
銀
賞
＝
平
和
台
自
治
会
▽

銅
賞
＝
鰭
ケ
崎
小
学
校

初
石
公
民
館
で
交
流
会

十
一
月
十
四
日
に
は
、
初

石
公
民
館
で
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ


